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本書を お使いになる方へ

1. 構成
『みんな の 日本語 初級 Ⅰ 第 3 版』 は 『本冊』 と 『翻訳 文法解説』 で構成 さ れて い ます 。

この教科書 は、 話す ・ 聞く ・ 読む ・ 書く の 4 技能 を 身に つける こと を 目指し て い ます。

ただし 、 ひらがな 、 かたかな 、 漢字 などの文字の読み書き 指導は 『本冊』 『翻訳 ・ 文法解説』

に は含ま れて い ません。

II . 内容
1. 本冊

1 ) 日本語の発音
発音 で注意すべき 点 について 、 主な例 を提示 してい ます。

2 ) 教室のことば、 毎日 のあいさつ と 会話表現 、 数字
教室で よく 使われる ことばや表現です 。 第 1 課 に 入る まえ に学習 し ます 。

3 ) 本課
第 1 課から 第 25 課で、 内容は以下の とおり 。

① 文型 その課で学ぶ基本文型 。

② 例文 基本文型 が 実際 に どの よう に用い られて いる か を 短い対話の 形で示し
た もの です。 副詞、 接続詞などの使い方や 、 基本文型以外の学習項目 も ここ
で提示 し て い ます 。

③ 会話 会話 に は 日本 で生活 する 外国人が様々 な 場面 に登場 し ます。 会話 は各
課の 学習内容 に加え 、 日常生活 で使用 さ れる あいさつ など の慣用表現 を 用い
構成 さ れて い ます 。 余裕があれ ば 、 『翻訳 ・ 文法解説』 の 「参考語彙」 を 利用
し て 、 会話を 発展 さ せる こと も でき ます 。

④ 練習 練習 は 、 A 、 B 、 C の 3 段階に 分かれて い ます 。

練習 A は 、 文法的 な構造 を 理解 し やすい よう に 、 視覚的 に レイアウト し 、 基
本的 な 文型 の定着 を 図る とともに 、 活用 形の作り方 、 接続の仕方 などが学び
やすく なる よう 配慮 し てい ます 。 ( * は例外を示す。)
練習B では 、 様々 な ドリル形式を 用い て 、 基本文型の定着の 強化を 図り ます。

の ある 練習 は 、 イラスト を 用い て 行い ます。

練習 C は 、 コミュニケーション力養成の ため の練習です。 提示 さ れて いる 会
話の 下線 部の ことば を状況 に あっ た もの に 置き換えて会話 を 行い ますが、 単
なる 代入練習に なら ない よう 、 代入肢 を 文字で示す こと は極力避け て い ます。



その ため、 一つ の イラスト から 異なっ た会話例 が想定 さ れる 自由 度の高い練
習に なっ て い ます。

なお 、 練習 B 、 練習 C の 解答例 は 、 別冊 に収録 し て い ます。

⑤ 問題 問題 に は 、 聞き取り 問題 (■ ) が付い て いる 問題 ) 文法問題および読
解 問題があり ます 。 聞き取り は 、 主 に 、 短い 質問 に 答える 問題 と 短い会話の
やり取り を 聞い て 要点 を 把握する 問題があり ます。 文法 問題で は 、 語彙 や文
法事項の理解を 確認 し ます。 読解 問題 は 、 既習 語彙 、 文法 を 使っ た平易 な 文
を読んで、 その内容に関する様々 な形式の タスク を し ます。

⑥ 復習 数課ごと に 学習事項の要点を整理するための 問題。

⑦ 副詞 ・ 接続詞 ・ 会話 表現の まとめ 副詞 ・ 接続詞 ・ 会話表現 を 整理する 問題 。

4 ) 動詞の フォーム
動詞 の フォーム について の まとめを 後続句 とともに掲載 して い ます。

5 ) 学習項目一覧
学習 項目 について 、 練習A を 中心 に 、 文型、 例文、 練習 B 、 練習 C と の 関連 を

示してい ます 。

6 ) 索引
「教室の ことば 」 「毎日 の あいさつ と 会話表現」 および 各課の 新出語彙、 表現な

ど をそれぞれの初出課とともに掲載 し て い ます。

2. 翻訳 ・ 文法解説
1 ) 日本語の特徴、 日本語の文字 、 日本語の発音について の説明
2 ) 教室の ことば、 毎日 のあいさつ と 会話表現の翻訳
3 ) 第 1 課から 第 25 課まで の

① 新出語彙 と その翻訳
② 文型 、 例文、 会話の翻訳
③ その 課の 学習 に役立つ 参考語彙 と 日本事情に関する簡単 な 紹介
④ 文型 および表現に関する文法説明

4 ) 数字、 時の表現、 期間 の 表し方、 助数詞 、 動詞の活用などのまとめ

III. 学習 に要する時間
1 課あたり 4 ~ 6 時間 、 全体で 150 時間 を 目安 と してい ます 。
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IV. 語彙
日常生活で使用頻度 の 高い もの を 中心 に 約 1,000 語 を取り上げて い ます。

V. 表記
漢字 は 、 初級 レベル における学習 、 日本での生活で 目 に する もの といった観点から 選ん

で使用 し 、 すべて の 漢字に ふりがな を振っ てい ます。

数字 は 、 原則 として算用数字 を用いてい ます。

VI . その他
1 ) 文中で省略できる語句は、 [ ] でくくっ ている 。

ちち さい
例 : 父は 54 [歳] です。

2 ) 別の表現がある場合は、 ( でくくっている 。

例 : だれ ( どなた)

音声 について
「はじめ に ( 日本語の 発音、 教室の ことば、 毎日 のあいさつ と 会話表現、 数字) 」、 「会
話」、 および 、 「問題」 の 聞き取り 問題 ( が付いている 問題) の 音声 は 、 以下 の ウェ
ブサイト と アプリ で無料で 聞く こと が でき ます。

https://www.3anet.co.jp/np/books/1300 / iOS Android

「文型、 例文、 練習 A 、 練習 B 、 練習 C 」 および 「翻訳 ・文法解説』 に 掲載 の 「 ことば」

の音声は 、 以下 の ウェブサイト と アプリ で有料で聞く こと ができ ます 。

https://www.3anet.co.jp/np/books/9006 / iOS Android
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